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2021 年度県立高校入学選抜の方法など（全日制）発表 
６月５日に県教育委員会から２０２１年度県

立高校全日制課程の入試方法が発表されました。

一般選抜の「学力検査」と「調査書の評定」の比

重は「９：１」が７校７科，「８：２」が２０校２

２科，「７：３」が１１校１７科，「６：４」が２

０校６４科，「５：５」が３校５科。上三川高が「６：

４」から「７：３」に変更し，より学力試験に比

重をおくようになりました。２３校７１科で集団

面接を行うほか，馬頭高水産科は個人面接を実施

します。 

特色選抜の定員の割合は，「３０％程度」が３

２校７０科，「２０％程度が」が２６校３８科，「１

０％程度」が５校５科になります。 

宇都宮中央女子高校 

令和４年度に「共学化」 
現在の中学２年生が受検を迎える令和４年度

より，宇都宮中央女子高校が共学化されます。普

通科・総合家庭科がともに共学化され「進学に重

点を置く単位制」の特徴を生かし，全国難関大学

をはじめ希望する大学への進路実現を目指しま

す。単位制を活用することにより，多くの教科で

学習習熟度授業など，少人数授業の実践が可能と

なり，個に応じたきめ細やかな指導を実現しま

す。再来年度の共学化に合わせて，施設の整備も

行われます。例えば，探究や発展的授業に必要な

講義室・大講義室の設置，体育館の新設（※現在

の第２体育館を「武道場」として継続使用） ，野

球場・サッカー場・陸上トラックの整備などが行

われる予定です。まだ，校名や制服等がどのよう

になるかは決まっていませんが楽しみですね。 

「調査書の評定」とは 

各学年における「各教科の学習の記録」の評定を点数化したもの。（目安として，通知票の１～３年

の学年の５段階評定の９教科（国社数理英音美保技）合計）つまり，３年間の授業の積み重ねが受検に

も大きく関わってくるということです。 

下野新聞６月６日より一部抜粋 

掲載以外の学校については，学級掲示または栃木県教育委員会

HP でご確認ください。 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m04/h32koukounyuusi/r0

3kokonyushi/r03oshirase.html 
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